
マティアス ヘフス教授（トランペット）
公開レッスン＆演奏

2009年 9月19日(土) 17:00～（入場無料）

於）相愛大学南港ホール（ニュートラム「ポートタウン東」駅下車徒歩３分）

Soai University  Concert  Hall

主催 相愛大学音楽学部

〒559‐0033  大阪市住之江区南港中４－４－１ ℡06‐6612‐5900(代)

＊通訳：村上哲（本学講師／大阪フィルハーモニー交響楽団）

《公開レッスン》
◆ Ⅲ回生 深澤正則 Masanori Fukazawa

Trompetenkonzert Ö.Böhme

◆ Ⅱ回生 大泊久栄 Hisae Ohtomari

Fantaisie F.Thomë

◆ Ⅳ回生 中川新也 Sinya Nakagawa ・Ⅳ回生 岩﨑有里子 Yuriko Iwasaki
Ⅳ回生 納村侑子 Yuko Osamura ・Ⅲ回生 深澤正則 Masanori Fukazawa 

Symphonie No.5        P.I.Tschaikowsky
（トランペットパート）

《演 奏》 Tp ：マティアス ヘフス Matthias Höfs

● Sonata   1st mov. P. Hindemith

● Solo de Concours T.Charlier

● Three  Miniatures A.Plog

Pf ：山本 英二 Eiji Yamamoto（本学教授）

1st  
2nd

６歳からトランペットを始め、10歳からはペーターカレンゼー教授のレッスンを受け
始め、1982年にハンブルグ音楽大学のカレンゼー教授のクラスに入学した。２年後には
ベルリンフィルハーモニーのカラヤンアカデミーでコンラディングロート教授に師事し、コン
チェルトイグザーメン（大学院）を最優秀の成績で卒業した。19歳からハンブルグ州立歌劇
場の首席トランペット奏者として活躍、2000年にハンブルグ音楽大学の教授への就任と同
時に退団したが、現在も度々客演している。その間、1987年ドイツ音楽大学コンクール、
1990年にマルクノイキルヒェン国際音楽コンクールで第１位を獲得し、その他にも1983年に
リューベック市のハンザ文化賞、1988年にはエドワルト＝ゼーリング賞を受賞、1989年には
ドイツ文化賞とドルトムントモーツアルト協会から奨学金を受賞している。2000年からは、ハ
ンブルグ音楽大学でトランペットと室内楽の教授として後進の指導に当たるほか、オーケス

トラ奏者としてベルリンフィルハーモニー、ミュンヘンフィルハーモニーと言ったような、ドイツを代表するオーケス
トラの客員、また客員教授としてもモスクワ、コペンハーゲン、パリ、ロンドン等の音楽大学に招聘されており、

マスターコースも世界各国で行われている。
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